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今年はミズナラの実なりがよいようで、たわわなドングリが見られます。

しかしながら地面に近いところでは、エゾシカの食害が目立っていました。

エゾリンドウは年々見かける機会が減り、花の咲く前にぱっくりと食べられ

ている形跡も。それでも、多少かじられようが、花を咲かせるものも見ら

れます。植物の意地を感じます。

かじられても　かじられても…
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○コース案内
外回り：約３．１ｋｍ（木道部分２．０ｋｍ、軌道跡部分１．１ｋｍ）
中回り：約２．０ｋｍ（木道部分１．４ｋｍ、軌道跡部分０．６ｋｍ）
小回り：約０．５ｋｍ（木道部分０．３ｋｍ、軌道跡部分０．２ｋｍ）
※２０ｍおきに木道の縁に番号札が付いています。

VC
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【ウメバチソウ】

ニシキギ科　梅鉢草

シーズン最後の花が今年も

咲きました。よく見ると虫

を引き寄せるための「仮雄

しべ」という組織がありま

す。お餅のような蕾も。

【トウヌマゼリ】

セリ科　唐沼芹

湿原内に咲くセリ科の花

で、小さな花が集まって咲

いています。エゾシカが好

んで食べ、今年は食害が目

立ちました。

☆☆☆温根内ビジターセンター　探勝木道周辺の自然情報☆☆☆

○表紙の写真 上：ミズナラの堅果 中右：エゾリンドウの花 中左：エゾシカに食べられたエゾリンドウ 下：エゾヤマアザミ

温根内探勝木道地図

【キアゲハ（幼虫）】

アゲハチョウ科　黄揚羽

セリ科を食草とするチョウ

の幼虫です。エゾシカに先

を越されたのか、もう食べ

る葉がない茎でたたずんで

いました。

【チャミダレアミタケ】

タコウキン科

ハンノキの幹に群生する、

多孔菌と呼ばれるキノコの

一種です。今年は雨が多

かったせいなのか、特に旺

盛に生えているようです。

【エゾトリカブト】

キンポウゲ科　蝦夷鳥兜

猛毒で知られる本種の仲間

は、さすがのエゾシカもほ

ぼ手をつけません。色や形

など、観察する分にはとて

も綺麗で面白い花です。

【ハネナガキリギリス】

キリギリス科

メスが木道の隙間に産卵管

を刺して卵を産み付けて

います。湿原で「チョン、

ギィーー」と鳴いているの

はオスです。

ビジターセンター

トウヌマゼリ エゾトリカブト

エゾリンドウ
オオジュリン

ミズナラ（実）

ゴキヅル（実）

ノスリ

コサメビタキ

ミツバベンケイソウ

ハネナガキリギリス

マユミ（実）

ウグイス

ウメバチソウ

コガネギク

キアゲハ（幼虫）

チャミダレ
アミタケ

～温根内探勝木道周辺の自然～
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※旬の自然情報についてはお気軽にスタッフまでお尋ねください。

※温根内木道周辺の植物を折ったり持ち帰ったりしないようお願いします。また、木道から降りて写真を撮ることは

　おやめください。皆様が気持ちよく散策・観察できるようご理解とご協力をお願いします。

■マガモ■キジバト■アオバト■アオサギ■タンチョウ■クイナ■ハリオアマツバメ■タシギ■ホウロクシギ（9/11

温根内初確認）■トビ■オジロワシ■チュウヒ■ノスリ■カワセミ■コゲラ■アカゲラ■クマゲラ■チゴハヤブサ■モ

ズ■ハシボソガラス■ハシブトガラス■ハシブトガラ■ヒガラ■シジュウカラ■ヒヨドリ■ウグイス■エナガ■エゾム

シクイ■センダイムシクイ■メジロ■シマセンニュウ■コヨシキリ■ゴジュウカラ■キバシリ■ノゴマ■ノビタキ■コ

サメビタキ■キビタキ■オオルリ■ビンズイ■カワラヒワ■ベニマシコ■イカル■アオジ■オオジュリン

■アキノウナギツカミ■アメリカセンダングサ * ■イケマ■イチゲフウロ■イヌタデ■イヌトウバナ■イヌホオズキ■

ウド■ウメバチソウ■エゾイチゴ■エゾイヌゴマ■エゾイラクサ■エゾオオヤマハコベ■エゾゴマナ■エゾトリカブト

■エゾナミキ■エゾノコギリソウ■エゾノミツモトソウ * ■エゾノヨロイグサ■エゾヤマアザミ■エゾリンドウ■オオ

ダイコンソウ■オオバコ■オオヨモギ■オトギリソウ■カタバミ■カラフトノダイオウ■キオン■キツネノボタン■キ

ツリフネ■キンミズヒキ■クサフジ■クサレダマ■クルマバナ■コウゾリナ■コガネギク■ゴキヅル■サラシナショウ

マ■サワギキョウ■シオガマギク■シロツメクサ * ■セイヨウタンポポ * ■セリ■タカアザミ■タニソバ■タヌキモ■

チドリケマン■ツリガネニンジン■ツリフネソウ■トウヌマゼリ■ドクゼリ■ナガボノシロワレモコウ■ナズナ■ノブ

キ■ハッカ■ハナタデ■ハンゴンソウ■ヒメジョオン * ■ヒヨドリバナ■ヒロハヒルガオ■ヘラバヒメジョオン * ■ホ

ザキシモツケ■ホソバアカバナ■ホソバノヨツバムグラ■ミズ■ミズオトギリ■ミソガワソウ■ミゾソバ■ミツバフウ

ロ■ミツバベンケイソウ■ミツモトソウ■ミミコウモリ■ミミナグサ■ムラサキツメクサ * ■ヤナギタンポポ■ヤブジ

ラミ■ヤブマメ■ヤマハギ■ヤマハハコ■ヨシ■ヨブスマソウ

～温根内探勝木道周辺の野鳥～

【コサメビタキ】 　夏鳥

ヒタキ科　小鮫鶲

クリッとした眼でこちらの

様子をうかがっていまし

た。子育て中なのか、近く

には幼鳥らしき個体も見ら

れました。

【ウグイス（幼鳥）】　夏鳥

ウグイス科　鶯

茂みの中に身を隠し、囀

りとはほど遠い「ジャッ、

ジャッ」という濁った声で

鳴きます。幼鳥は下面がや

や黄色味がかっています。

【 オ オ ジ ュ リ ン（ 幼 鳥 ）】　

夏鳥　ホオジロ科　大寿林

無事に成長した幼鳥がヨシ

湿原を飛び回っていまし

た。秋が深まるにつれ、見

かける機会も徐々に少なく

なってきました。

【ノスリ】　留鳥

タカ科　鵟

白い下面が青空に映えま

す。タカ科の中で比較的よ

く見かける種で「ピィー

エー…」と鳴きます。主に

ネズミ類を捕えます。

○温根内探勝木道周辺で観察された鳥（8 月 15 日～ 9 月 14 日）和名は日本鳥類目録第 7 版の順

夏鳥たちは次々に南へ飛び立っていく時期になりました。温根内周辺でも幼鳥が時折姿を見せる以外に、夏鳥を見かける機会

はめっきり少なくなってきました。それらに代わってカラ類などの留鳥たちが目立ち始めています。ビジターセンターでは双

眼鏡を無料で貸出しております。お気軽に職員までお申し付けください。

○温根内探勝木道周辺で観察された花（8 月 15 日～ 9 月 14 日）※和名は五十音順　* 外来種



こんにちは。今回は湿原によくいる「シロブチサラグモ」

についてご紹介したいと思います。このクモは、6 月～

7月にかけて木道周辺の植物に巣を作っていて頭が黒色、

お腹は黒色に外周が白色で縁取られたような姿をしてい

ます。通常は腹面を上に向けて網に止まっています。お

腹を見ればすぐにわかるかと思います。観察の季節は過

ぎてしまいま

したが、ぜひ

来年以降に気

にしてみてい

ただければと

思います。（和

田山優輔）
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　　　　　　　 ：

開館時間：9：00 ～ 17：00（11 月～ 3 月は 16：00 まで）

休館日：毎週火曜日（12/29 ～ 1/3 は休館）　入館無料
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温根内ビジターセンター  フェイスブック

～階段工事、進行中～

駐車場からビジターセンターに至る階

段を工事中です。新しい階段は 10 月

中に完成の予定です。利用者の皆様に

は今しばらく

ご不便をおか

けいたします

が、ご協力を

お願い申し上

げます。

☆☆☆☆イベントのご案内（10 月）事前の申し込みが必要です☆☆☆☆

〇「アイヌ民族が利用した植物 ～秋編～」9 月 8 日　参加者：17 名

アイヌの人々が利用した秋の植物を観察しながら木道を散策する会を行いまし

た。春編に続き人気を博している本シリーズは今回も応募が殺到しました。講

師の奥田氏の引率のもと、鶴居軌道跡から歩き始め、花期の終わったイケマや

エゾイラクサ、ヤブマメなど、開始直後からアイヌにまつわる話は尽きません

でした。既に枯れたオニノヤガラの茎の前では、アイヌの人たちはその根茎を

掘って食べていたという話を伺いました。他にも、各植物に関係した伝承も色々

と紹介していただきました。話題は植物だけでは終わらず、多

くの鳥や哺乳類がアイヌからはカムイ（神）として崇められて

いるというお話も、興味深く聞かせていただきました。最終盤には「雪の鳥」こと、ウパッチリ（エ

ナガ）の群れが現れ、最後まで参加者の目が輝き続けた会となりました。

☆☆☆☆　自然ふれあい行事が開催されました　☆☆☆☆

☆☆☆☆　アルバイト大学生のクモ日記②　☆☆☆☆

○塘路湖エコミュージアムセンター（あるこっと）⇒お申し込み☎ 015-487-3003

♪ムックリ（口琴）を作ろう

　〔日時〕10 月 19 日（土）13：00 ～ 15：00  〔定員〕15 名（小学生は保護者同伴）

　〔参加費〕￥300（材料費）　　　　　  　　　〔場所〕塘路湖エコミュージアムセンター

♪晩秋の湿原 野鳥観察会

　〔日時〕10 月 26 日（土）10：00 ～ 12：00  〔定員〕15 名（小学生は保護者同伴）

　〔参加費〕無料　　　　　  　　　　　　　　　　〔場所〕憩の家かや沼 駐車場

〇温根内ビジターセンター　⇒お申し込み☎ 0154-65-2323

♪ザリガニウォッチング 2 ～ニホンザリガニ編～

　〔日時〕10 月 6 日（日）10：00 ～ 12：00     〔定員〕　15 名（小学生は保護者同伴）

　〔参加費〕無料　　　　　 　　　　　　　　　　  〔場所〕温根内ビジターセンター

釧路湿原に生息する絶滅危惧種ニホンザリガニの生態を知り、生息環境を観察します。

外周が白色で縁取られた模様

メス オス

イケマの実


